
 

 

  

 

焼き芋作り 

ね ら い 
 自然の中で，食事を作る楽しさを知るとともに，仲間と親睦を深

める。 

時   間 １時間 30 分 

費   用 無料 

対   象 幼児～小学生 

可能人数  １００人まで 

場 所 霧島自然ふれあいセンターキャンプ場 

準備・用具 

【参加者が用意する物】 

・芋（人数分） ・新聞紙  ・アルミホイル  ・着火ライター 

・軍手（滑り止めのゴムがついていないもの） 

・落ち葉（キャンプ場にある落ち葉や木の枝を集める） 

【ふれあいセンターが準備する物】 

・手洗い用石けん  ・消毒用アルコール 

展 開 

１ 用具の準備 

２ 集合，人数確認 

３ 作り方の説明，注意事項，用具の配布 

４ 活動開始 

 (1) キャンプ場にある落ち葉や木の枝を集める。 

 (2) 芋を水で洗い，新聞紙を巻く。 

 (3) 芋に巻いた新聞紙を水で濡らす。 

 (4) 新聞紙の上にアルミホイルを巻く。 

 (5) 集めた落ち葉や木の枝に火を着け，芋を入れて焼く。 

   ※ 焼き時間（30～40 分）の間に，野外活動やクラフト活

動を準備しておくとよい。 

 (6) 芋が柔らかくなったら出来上がり。 

５ 後始末と用具の返却 

６ 活動のまとめ 

７ 解散 

留意事項  

○ アルミホイルを巻く際に，新聞紙がはみ出さないように巻く。 

○ 芋を焼いた後は，軍手を使い，やけどに気をつける。 

○ 灰・燃えかすは，灰置き場に捨て，水をかける。 

 

 

 

 

 

 

野外活動 
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1 落ち葉や木の枝を集める。       2 芋を水で洗い，新聞紙を巻く。 

                      
 

 

3 芋を巻いた新聞紙を水で濡らす。    4 新聞紙の上にアルミホイルを巻く。 

     
                    ※新聞紙がはみ出さないように巻く。 

 

 

5 集めた落ち葉や木の枝に火を着け，   6 芋が柔らかくなったら出来上がり。 

芋を入れて焼く。（30～40 分） 

      
※軍手を使い，やけどに気をつける。 
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